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（安全）安全に休み時間を過ごそう
（生活）学習の約束を守ろう
（保健）生活リズムを整えよう
（給食）給食の作法を知ろう
（読書）図書室の決まりを守ろう

德永響子先生 福迫裕介先生 益満みづき先生

共に生き、支え合う一年に

校 長 森 木 淳 一

４月７日。校長室から何気なく外を眺めてい

ると、ろこぎ船横の芝生に、珍しい鳥が羽を休

めていました。芝生の上をちょこちょこ歩く姿

は、まるで手打小の芝生で遊んでいるかのよう。

その鳥は、全体的には薄いオレンジ色。特徴的

なのが長いくちばしと羽です。その羽は、白黒

の鮮やかな縞模様でとても美しい姿をしていま

した。あわててスマホを取り、写真に収めたも

のの、画質が荒く、肉眼でみた美しさは伝わっ

てきませんでした。しかし、美しい野鳥に出会

えたことに、とても幸せな気持ちになりました。

それから２日ほど経ち、南日本新聞の記事を

読んで鳥肌が立つほどびっくりしました。「鹿

児島県薩摩川内市下甑町手打の海岸近くに春の

使者として知られる旅鳥のヤツガシラが渡来」

と記載されていたからです。写真に写っている

鳥の特徴は、先日私が見た美しい野鳥と同じ。

まさにその鳥は、春の使者「ヤツガシラ」でし

た。野鳥に無知な私でさえもその記事を読んだ

時のドキドキ感は忘れられません。

ヤツガシラが春を運んでくれた、貴重な令和

６年度のスタートとなりました。

先日のPTA総会の時に、道徳教育としても

第一人者である廣池千九郎氏の「すべての存在

は互いにつながり合い、支え合う」という言葉

を紹介し、保護者や地域、教職員との出会いに

は意味があり、共に支え合うことで学校教育は

成り立っていくことをお伝えしました。さらに、

廣池氏の理論の中には「第三者」という視点に

重点をおいた考えも参考になります。具体的に

は、自分のみ、または自分と直接の相手のため

になることを重視するという、これまでの考え

に加え、第三者の幸福にまで配慮することが最

高の道徳であるという主張です。これは廣池氏

における「三方よし」の基本的な考えです。こ

の「三方よし」の考えは、教育現場でも度々耳

にする考え方です。個人的には、保護者、地域、

職員とが共に生き、よりよく高まるという意味

にも当てはまるのではないかと思っています。

今年度は、２名の新一年生と３名の職員が仲

間入りし、手打小に新しい風を吹かせています。

この出会いを大切に、

今年度も「みんなで作

る手打小」を目指して

いきたいと考えていま

す。

本年度もどうぞよろ

しくお願い致します。

交通安全教室の様子
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